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論 文 内 容 の 要 旨

本論文は,そ菜の養液栽培において発生するピシウム立枯病について調査し,新たに2種の病原菌を同

定するとともに,菌の微細構造の解明を行い,さらに発病生態を土壌栽培の場合と比較し,防除対策を考

察 したものである｡

栽培形態を異にすると,そ菜の立枯病は発病様式も病原菌も異なる場合がある｡養液栽培ではべん毛菌

類による病害発生のために,土壌栽培に比べて,被害も大きい｡養液栽培において発生したミツパ立枯病

から PythiumimPerfectumH6hnkを,また-クス土壌栽培で発生したホウレンソウ立枯病からP.buil-

eriSubramaniam を分離 ･同定し,発病と環境条件との関係を調査した｡著者は両菌をわが国ではじめ

て記載した｡

養液栽培におけるピシウム立枯病は遊走子により伝染し,土壌栽培の場合のXo以下の密度,すなわち培

養液 lmJ中に12個の低密度遊走子によっても発病する｡したがって養液栽培においては遊走子の存在が

立枯病の伝染に大きな役割を果している｡

ピシウム立枯病は,培養液濃度を高くすると,被害が減少する｡この原因として,本属菌の遊走子形成

が培養液の濃度により影響を受けることをつきとめたOとくに園芸試験場興津処方均衡培養液の2単位以

上の濃度では,遊走子はまったく形成されなくなり,培養液中のカルシウムイオンが遊走子形成を抑制し

てい草こ､とを明らかにしたO

土壌中においては,培養液中のようにピシウム立枯病の大発生を起さないので,土壌中での本属菌の生

潜を P･buileriを用いて調べ, 養液栽培での大発生の原因を考察した｡ 土壌中では,P.butleriの菌糸

と遊走子は容易に溶解消失し,発病力は減退する｡この現象は,土壌中で溶菌活性をもつ微生物の存在に

基づくものであるよ著者は,菌体壁分解酵素をもつ放線菌を確認したoLかし,培養液中ではこれら微生

物の生存数は少なく,桔抗現象が認められないことから,菌糸と遊走子の生存が容易であり,このことが

養液栽培でのピシウム立枯病の発生を助長している主な原因と考えたo

P･butleri卵胞子の発芽様式を培養液中のみならず,土壌中においても観察し,その全生活環を明らか
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にした｡卵胞子の発芽は,外壁の消失に特徴がある｡外壁は,外層 ･中層 ･内層の3層より構成され,外

層はさらに2層に分れるo発芽管は外層を破って形成され,内層が発芽管壁になるO卵胞子の発芽過程に

おける微細構造の変化として,中央部の貯蔵球の消失と巨大な空胞の出現が特徴的であ考O 卵胞子内部に

は,複数個の核が認められ,その近くにディクチオゾ-ムが存在する｡

卵胞子は,休眠状態にある場合,殺菌剤に抵抗性を示すが,発芽状態では感受性となる｡土壌中におい

ても,休眠状態の卵胞子は安定であるが,発芽が始まり外壁を消失すると容易に溶菌作用を受ける｡著者

はこれらの諸現象を卵胞子の持つ特殊構造と関連させて考察している.

土壌中において,本属菌の一次伝染源である卵胞子による初期感染を防ぐ薬剤はいままで知られていな

かったが,著者はリドミル (Rid.omil)の種子処理によって感染を防ぐことが可能で,本属菌による病害

の防除上,効果があることを実証した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

本論文は,養液栽培などの特殊栽培環境下で発生するそ菜の立枯病を病原学的および生態学的に調査し,

ホウレンソウ立枯病とミツバ立枯病を新たに記載するとともに,その病原菌としてピシウム属菌を同定し,

商学的特性を利用した環境制御により病害発生を抑制し,養液栽培における新しい防除対策を考察したも

のである｡

菌輝の進化過程をその繁殖器官の形態から考察すると,明らかに水生から陸生への方向に進化しているO

ピシウム属菌は,べん毛菌類に属し,水から陸へ上る過程の菌類であり,水中を泳ぐための遊走子と,土

中で生存するための耐久器官である卵胞子を持つ｡すなわち本属菌を中心として菌類繁殖器官の伝ば方法

･は水伝染 ･土壌伝染 ･空気伝染に分化する｡一方,都市近郊のそ菜栽培地では,従来の露路土壌栽培と平

行して,養液栽培が急速に普及してきた｡この土から水への培地の形態変化に伴い,いままでの土壌栽培

ではほとんど発生しなかった病害,あるいはまったく新しい病害が発生し,養液栽培における大きな障害

となっている｡

このような背景のもとで,著者は養液栽培や-ウス土壌栽培で発生するピシウム立枯病について研究し

た｡本論文で評価される主要な点ほっぎのとおりである｡

1. 養液栽培のミツバと-ウス土壌栽培のホウレンソウ立枯病の病原菌として Pythium imberfectum

とP.butleriといういままでわが国で記載されていないピシウム属菌をそれぞれ同定した｡さらに後者に

ついては,不充分であった分類基準に新たな形質を加え種の特徴を補強するとともに,その全生活環を明

らかにした｡

2.いままで報告のなかったピシウム属菌卵胞子の休眠期と発芽過程の微細構造を明らかにした｡著者

は試料固定の段階で,固定時間その他に改良を加え,内容物が充分固定されている良好な像を得た｡その

結果,卵胞子の外壁は,外層 ･中層 ･内層の3層より構成され,外層はさらに2層に分れていること凌確

認したo発芽管は外層を破って形成され,内層が発芽管壁になる. これによって,卵胞子は休眠状態にあ

る場合,殺菌剤に対して抵抗性を示すが,発芽状態では感受性になると従来からいわれてきた現象に対し

て,著者は菌の微細梼造の面食らその根拠を与えた｡
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3.養液栽培で発生するピシウム立枯病の防除法を考案した｡園芸試験場興津処方の均衡培養液濃度を

2単位以上とすることにより,遊走子がまったく形成されなくなること,また培養液中のカルシウムイオ

ンが遊走子の分化と水中-の放出を抑制していることを明らかにしたOこれは養液栽培の実際面にも応用

され,効果をあげている｡

また,いままでは薬害が強く,卓効を持つ薬剤がなかったピシウム立枯病に対して,浸透性殺菌剤であ

るリドミル(Ridomil)による種子処理が,卵胞子による感染に対しても防除効果のあることを確認した｡

以上のように,呑研究は特殊な栽培環境において発生するピシウム立枯病を記載するとともに,病原菌

の菌学的特性を利用した環鏡制御による病害防除に指針を与えたものであって,農薬生物学,植物病理学,

そ菜園芸学のみならず,農業の実際面に寄与するところが大きい｡

よって,本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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